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2023年12⽉期第1四半期 エグゼクティブサマリー

• 8.3% 57.2

•
+3.7 6.2 9.2

• +10.9%

• AI CARTA Generative AI Lab AI
LP

• 4015 3
DX

•
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単位：百万円 2022年1-3⽉
実績

2023年1-3⽉
実績 増減率

売上⾼ 6,976 6,437 -7.7%

売上総利益 6,241 5,722 -8.3%

販売管理費 4,699 5,095 8.4%

営業利益 1,541 626 -59.3%

当期純利益 1,975 -1,249 -163.2%

EBITDA※ 3,174 84 -97.3%

2023年12⽉期第1四半期 業績

4

※ EBITDA
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連結営業利益の増減要因
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1,541

-716

172 5

-266

125

-143
-91

626

2022
1-3

2023
1-3

-539

※ 2023 1

+
+

+

単位：百万円

減少 増加 合計

-375

売上⾼はインターネット関連サービス事業は増加したもののデジタルマーケティング事業が減少したことで5.3億円の減少、
販売管理費は広告宣伝費は減少したものの⼈件費等の増加によって3.8億円増加し、営業利益は前年同Q⽐-59%の6.2億円
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市況・事業状況変化への対応
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AI

• CARTA Generative AI Lab

• AI ChatGPT

• CARTA AI

• Generative AI ANOBAKA GAI 1 ⾒

•

• CCI

• KAIKETSU ATRAC ⾒
⾒

•

• DX 100

• Web e D-Marketing Academy
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セグメントの⼀部変更
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マーケティングソリューション事業とアドプラットフォーム事業を統合し、「デジタルマーケティング事業」へ。
コンシューマー事業は、「インターネット関連サービス事業」へ。

これまで これから

マーケティングソリューション事業

アドプラットフォーム事業

コンシューマー事業※

デジタルマーケティング事業※

インターネット関連サービス事業

l SBUを廃⽌、事業領域を統⼀して全体戦略を描き、体制の最適化・強化を図る
l CARTAの強みである専⾨性・プロダクト開発⼒を引き続き拡⼤し、フロント強化へ注⼒

※コンシューマ事業のソリューション事業はデジタルマーケティング事業に変更
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2023年12⽉期第1四半期 セグメントサマリー
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予約型広告の落ち込みにより前年⽐で⼤きく減収減益

YonY -13.3%

セグメント売上⾼

46.8億円

デジタルマーケティング事業

YonY -61.7%

セグメント営業利益

6.5億円

D2C事業が堅調に成⻑

YonY +10.9%

セグメント売上⾼

17.5億円

インターネット関連サービス事業

YonY＋1.4億

セグメント営業利益

1.2億円

※セグメント営業利益は、のれん等調整項⽬があるため、合計が全社営業利益とは⼀致しません
※2023年1⽉のセグメント変更に伴い、過去に
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5,088

4,477 4,570

5,498 5,682 5,568
5,213

6,736
6,241

5,584 5,608 5,755 5,722

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

2020 2021 2022 2023

連結売上総利益 四半期推移

単位：百万円

売上総利益

第1四半期 売上総利益

57.2億円 -8.3%
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2020 2021 2022 2023

連結販売管理費 四半期推移

単位：百万円

決算インセンティブ

第1四半期 販売管理費

50.9億円 ＋8.4%
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外注費 システム関連費

広告宣伝費及び販売促進費 その他 ⼈件費
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連結販売管理費の増加要因
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変動費、固定費が共に増加

57

2,339 2,605

838
920

522
397

650
680

350
4934,699

5,095

2022 1Q 2023 1Q

57

⾒
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1,263

729

585

884

1,675

1,265

613

1,419

1,541

234 279
361

626
24.8%

18.5% 15.4%
18.5%

29.5%

22.7%

11.8%

21.1% 24.7%

4.2%

5.0%
6.3%

11.0%

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

2020 2021 2022 2023

連結営業利益 四半期推移

単位：百万円

営業利益

第1四半期 営業利益

6.2億円 -59.3%
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オペレーティング・マージン（%）
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従業員数/離職率/eNPS
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2022年1⽉のグループ再編以降、積極的な採⽤と離職率低下により従業員数は前年⽐57名増加。
またグループ再編により⼀時的にeNPSは悪化したものの、その後、組織状態は順調に改善中。

1,378 

1,442 1,432 1,436 1,434 
1,465 1,453 
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1,526 

1,492 

10.5%
9.5% 8.3%

6.5% 6.3% 7.8% 8.6%
10.2% 10.8% 11.1% 10.4% 9.1% 8.5%

3 6 9 12 3 6 9 12 3 6 9 12 3

2020 2021 2022 2023

※1 ※2 eNPS ※3

※1 従業員数は期末の平均⼈数
※2 離職率は直近⼀年間の従業員数に基づき算出
※3：eNPSとは、「親しい知⼈や友⼈にあなたの職場をどれくらい勧めたいか」を尋ね、「職場の推奨度」を数値化したもの。0に近いほど良いとされ、平均値は-50から-55。
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連結損益計算書
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2022 1 −3 2023 1 −3 雇

6,976 6,437 -7.7%

6,241 5,722 -8.3%

4,699 5,095 +8.4%

1,541 626 -59.3%

374 75 -79.8%

31 154 +391.2%

1,884 548 -70.9%

1,022 12 -98.8%

11 1,975 178倍

2,896 -1,414 -146.9%

1,975 -1,249 -160.4%

EBITDA※ 3,174 84 -97.3%

※ EBITDA

2022 1-3

188

68

68

1,022

2023 1-3

⾒ 87

48

1,960
1,220

740
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連結貸借対照表
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2023 3 2022 3 2022 12

36,470 40,943 -4,473 38,364 -1,894

16,350 19,100 -2,750 16,101 +248

11,225 11,311 -85 12,075 -849

47,696 52,254 -4,558 50,440 -2,744

21,292 23,194 -1,901 21,841 -549

714 814 -100 1,127 -413

25,689 28,246 -2,556 27,471 -1,781

47,696 52,254 -4,558 50,440 -2,744

163 53%
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2023年12⽉期 通期業績予想の進捗
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EBITDA※

28,600

2,300

100

2,800

6,437

626

-1,249

84

24.2%

27.3%

3.0%

2023 121Q

※ 12

※ EBITDA
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ビジネスモデルの概要

19

l

l

l DX

l

l EC

l HR

TV

/

/ /

/



DIGITAL MARKETING
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デジタルマーケティング事業の概要

21

/

/ /

TV

l /
/

l

l

l

l
DX

l

l

l SSP

l

l

l

クライアント、広告会社、メディアにとってのデジタルマーケティン
グ/DXパートナーとしてデジタルマーケティングの進化を推進
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デジタルマーケティング事業⽅針

22

全体⽅針 l メディアレップやプラットフォーム提供という事業構造から、顧客を起点としたデジタルマーケ
ティング事業に事業構造を転換させる。

l テレビCMなど広告領域のDX⽀援、リテール領域のDX⽀援を成⻑ドライバーに育成させていく。

l 電通グループとの新たな協業モデルを作っていく。

顧客別の⽅針

メディアマージンによる収益に依存
する構造から、各代理店との協業に
よる多様な収益源に収益構造を切り
替え、ビジネスパートナーとして利
益ある成⻑を⽬指していく

広告会社向け

独⾃のソリューションやプラット
フォーム、広告販売⼒を武器にメ
ディアのDX課題を解決し、メディア
の収益を最⼤化していく

メディア向け

独⾃のソリューションやプラット
フォームを武器にクライアントのデ
ジタルマーケティング課題を解決し、
顧客のマーケティングROIを最⼤化
していく

クライアント向け



C
A

R
TA

 デ
ジ

タ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
事

業

1,278 

670 645 

1,134 

1,645 

1,278 

752 

1,957 

1,708 

457 
580 622 654 

1-
3

4-
6

7-
9

10
-1
2

1-
3

4-
6

7-
9

10
-1
2

1-
3

4-
6

7-
9

10
-1
2

1-
3

2020 2021 2022 2023

4,230 

3,683 3,602 

4,484 
4,849 

4,490 
4,241 

5,575 5,401 

4,407 4,532 4,537 4,685 

1-
3

4-
6

7-
9

10
-1
2

1-
3

4-
6

7-
9

10
-1
2

1-
3

4-
6

7-
9

10
-1
2

1-
3

2020 2021 2022 2023

デジタルマーケティング事業 セグメント業績
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セグメント売上⾼ 46.8億円 -13%

単位：百万円

セグメント営業利益 6.5億円 -61%

単位：百万円

※ セグメント営業利益は、のれん等調整項⽬があるため、合計が全社営業利益とは⼀致しません
※ 2023年1Qのセグメント変更に伴い、過去に遡及して修正

売上⾼は前年⽐ 13%減の46.8億円、営業利益は61%減の6.5億円に
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商材別取扱⾼・業種別取扱⾼
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14,325 
11,324 12,134 

15,616 14,814 14,861 15,032 
18,399 18,279 

15,390 16,250 
18,461 18,346 

14,396 

10,365 
10,665 

13,840 16,260 

10,789 11,834 

13,455 12,190 

8,684 
9,666 

11,223 9,960 

1,877 

2,277 1,231 

1,367 
1,180 

1,360 
896 

140 
995 

499 

569 

224 

30,330

22,91123,894
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31,929

26,08626,537

31,37830,409
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28,436
26,749

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

2020 2021 2022 2023

, 16.2%

, 10.0%

, 
9.0%

, 
8.7%

, 7.9%

, 6.5%

, 6.2%

, 
5.3%

, 4.9%

, 4.0%

, 4.0%

, 17.4%

予約型 運⽤型 その他/セグメント相殺

単位：百万円
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18.8%
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取扱⾼に対する直販⽐率

25

第1四半期 直販取扱⾼

50.3億円

第1四半期 直販⽐率

18.8% +4.1pt

直販 取扱⾼ 代理店 取扱⾼ その他／セグメント相殺 直販⽐率（%)

直販⽐率は18%まで向上し、直販売上は取扱⾼ベースで前年⽐37％増の50.3億円に

単位：百万円

+37.4%
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デジタルマーケティング事業 トピックス

26

CCI、「Wantedly」会社ランキングで1位
を獲得

2023.01.18

テレシー 、ヘリコプターラッピング広告
の取り扱い開始

2023.01.26

PORTO、指数情報と商品広告の同時放映
が可能な「気象指数連動スポンサード広
告」へ「花粉情報」の提供を

2023.02.06

国内電通グループ3社、「TikTok for 
Business Japan Agency Awards 2023」
にて最⾼位「総合部⾨ プラチナム」を受
賞

2023.02.07

fluct、⼩売企業のオウンドメディアにお
ける広告配信を管理する「リテールアドマ
ネージャー」を開発し、リテールメディア
⽀援を強化

2023.02.13

CCI、Google Partners プログラムの国内
最上位（上位3％）「2023 Premier 
Partner」に認定。

2023.03.23
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デジタルマーケティング事業 新領域への取り組み

27

CM DX

CTV TV

DX DX
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テレシー グロス売上⾼推移

28

第1四半期 グロス売上⾼

18.9億円 +23.3%

13 
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261 
167 
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デジタルマーケティング事業 新領域への取り組み

29

CM DX

CTV TV

DX DX
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40
65
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300

450

50 70
135
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290

355

リテールメディア市場
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2021 2022 2023 2024 2025 2026

90
135

245

410

590

805

0

200

400

600

800

1,000

オンラインメディア（オウンドメディア・デジタル広告）

デジタルサイネージ

出典：株式会社CARTA HOLDINGS / 株式会社デジタルインファクト 「リテールメディア広告市場調査」

2022年のリテールメディア広告市場は135億円、2026年には約6倍の
805億円規模に拡⼤すると予測
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リテールメディアとは？

31

⼩売業者が持つ顧客データを活⽤し、⾃社の店舗やECサイト・モバ
イルアプリを広告プラットフォームとする考え

Google
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リテール領域の実⾏体制

32

個社の専⾨性を活かし、グループ連携しながら、クライアントと消
費者に最適なソリューションを提供

Google

SSP

CDP
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リテールDXのサービス実績

33

⼩売キャンペーンプラットフォーム・デジタル会員証・商品予約
サービスなどLINEミニアプリ、ネイティブアプリ問わず開発提供
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リテールDXのクライアント実績（五⼗⾳順）

34

⼩売業を中⼼にサービスを提供。アプリ開発からデータを活⽤した
運⽤まで継続⽀援。

DAISO
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143

184

207

277

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

2022 2023

リテール領域 グロス売上⾼（指数）

35

グロス売上⾼（指数）

第1四半期 グロス売上⾼（指数）

277 +177%

※2022年1-3⽉時点の売上⾼を100とする

Q 177%
雇



INTERNET RELATED SERVICE
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インターネット関連サービス事業概要

37

/

EC/

EC

デジタルマーケティング事業と連携しながら、財務規律とセットで
成⻑を⽬指し、不採算事業の撤退を推進し収益構造の改善を図る



C
A

R
TA

 イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
関

連
サ

ー
ビ

ス
事

業

1,720 
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インターネット関連サービス事業 セグメント業績
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セグメント売上⾼ 17.5億円 +10%

単位：百万円

セグメント営業利益 1.2億円 +1.4億

単位：百万円

※ セグメント営業利益は、のれん等調整項⽬があるため、合計が全社営業利益とは⼀致しません

営業利益

広告宣伝費

売上⾼は前年⽐10%増の17.5億円、営業利益は1.2億円（前年⽐+1.4億円）
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インターネット関連サービス事業 売上⾼内訳

39

メディア/ソリューション

メディア/ソリューション

-1.4%

単位：百万円

D2C

13.3億円

EC/⼈材

その他/セグメント相殺

EC/⼈材

+31.5%5.8億円

250
394 374 355 282

429 499 477 448
748 643 673 589

1,467 1,284 1,203 1,327 1,513 1,363 1,225 1,342 1,358 

1,248 
1,284 1,293 1,339 

3

-184

18
1

-159 -134 -121 -34
-223 -186 -175

-13
-173

1,720 1,494
1,595

1,683
1,636 1,658 1,603

1,785 1,583

1,810 1,752 1,953 1,755

1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3 4-6 7-9 10-12 1-3

2020 2021 2022 2023
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トピックス

40

サポーターズ、国内最⼤級のエンジニア学
⽣向けテックカンファレンス「技育祭
2023（春）」を開催

2023.01.31

デジタルギフト「デジコ」、3周年を記念
してインフォグラフィックス「数字で⾒る
デジコ」を公開

2023.02.27

サポーターズ、新企画「技育CAMPキャラ
バン」を開始！〜年間を通して全国各地で
オフラインハッカソンを開催！〜

2023.03.22

⽝種特化型ペット専⾨メディア
「dotLIFE」がブランドサイトをリニュー
アル

2023.02.21

DIGITALIO、ポイント交換サイト「PeX」、
「PeXポイント」から「PayPayマネーラ
イト」への交換開始開

2023.02.27

[国内最⼤級] ⽝種特化型ドッグイベント
『French Bulldog LIVE 2023』が
10/28(⼟)〜,29(⽇)に開催決定！

2023.03.23



CARTA H
OLDIN

GS Inc.

CONTENTS 41

01 2023年12⽉期
第1四半期連結決算の概要

02 連結業績予想の進捗

03

02

16

18事業の概況

APPENDIX

中期経営計画（再掲）と進捗状況 45

会社概要 58

各種⽅針 65

インターネット広告市場動向 51

サステナビリティ 41



C
A

R
TA

 H
O

LD
IN

G
S Inc.

02 0301
重点テーマ（マテリアリティ）の取り組み
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D&I

CARTA HD
D&I WAVE D&I

• ⼥性リーダー向けコーチング研修
• オンライン婦⼈科受診と低⽤量ピル服
薬⽀援制度の福利厚⽣導⼊

• ベビーシッター割引制度
• 健康・育児セミナー

LGBTQ

• パートナーシップ制度の導⼊
• 相談窓⼝開設（社内・社外）
• ⾯接官向けトレーニング

• 外部相談窓⼝開設
• 定着⽀援、職場サポート

D&I D&I
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ESGの取り組み -環境・社会-

43

ダイバーシティ
厚⽣労働⼤⾂より「⼥性の職業⽣活における
活躍の推進に関する法律」に基づく優良企業
として「えるぼし」の最⾼位にCCIが認定。

社会貢献活動
ふるさと本舗ではふるさと納税で新型コロナウ
イルスの影響により、売上が減少するなどの被
害がでている事業者の⽀援をしています。

学⽣の就職⽀援
エンジニアを⽬指す学⽣向けにテックカンファ
レンス「技育祭」をサポーターズがリモート開
催、4,000⼈の学⽣が参加。

地⽅創⽣SDGsへの参画

⾃然環境保全活動
2008年に⼭梨県甲州市に「勝沼ECナビの
森」を創設。100ヘクタールに及ぶ森の整備
活動を⾏っています。

環境マネジメント
環境マネジメントとして、環境保全の国際規格
である「ISO14001：2015」の認証を取得し、
運⽤しております。
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ESGの取り組み -ガバナンス-

44

コーポレート・ガバナンスは継続的に事業拡⼤する上での重要課題と位置付けております。法令、社会
規範、倫理などのルールに基づいた企業活動に取り組みながら、取締役会の実効性の向上を⽬指し、3名
の独⽴社外取締役を選任しております。また、2021年には、取締役の指名及び報酬等に関する⼿続きの
公正性、透明性、客観性を⽬的として過半数以上を独⽴社外取締役で構成する指名報酬諮問委員会を設
置しております。引き続き、取締役会の監督機能および透明性・公正性の強化に努めています。

グループ全体の持続的な成⻑を実現するため内部統制システムの整備を推進し、運⽤・モニタリング体
制を構築しています。変化の速い事業環境に柔軟に対応し、⾼い業務品質の維持と向上に取り組んでい
ます。

情報セキュリティにおける適切なリスク対応や事業継続性の向上、業務効率の改善に向けて、情報セ
キュリティマネジメントシステムISO27001の認証を取得し、運⽤しております。
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新中期経営⽅針で⽬指す⽅向性

46

⾒

2020年 2021年 2022年 2023年 202X年2019年

売上総利益（デジタルマーケティング事業）

売上総利益（インターネット関連サービス事業）

… … … … … … 

営業利益

/

オフィス統合にて経営統合最終フェーズ。デジタルマーケティング
事業の構造改⾰・不採算事業の撤退等を推進し収益構造の改善を図
り、再度成⻑軌道に乗せる
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新中期経営⽅針の全体像について

47
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サステナビリティ経営とは

48

SDGs 17

CARTA

さまざまな環境・社会・経済問題への配慮や課題を解決することで、
事業の持続可能性（サステナビリティ）を図る経営のこと
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CARTAのマテリアリティ（重要課題）

49

l デジタルトランスフォーメーション
の推進による社会や産業の発展

l デジタル広告業界の健全な発展

l 気候変動の緩和と適応

l ダイバーシティ&インクルージョン

l ⼈的資本の維持・強化
l ⼈権の尊重

l コーポレート・ガバナンスの⾼度化と
実効性の確保

l コンプライアンス・腐敗防⽌への対応

l リスクマネジメントの徹底
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経営の進化

50

l People Analytics

l

l

l

CARTA

l

l /

l

l DX

l

l /

l

/ /

/

BP

/
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広告業界について

52

4

OOH

DM

Web SNS

この20年で新しくインターネットメディアが急速に⽴ち上がり、そ
の周辺においてテクノロジーを起点とした新しい市場が急成⻑
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広告費全体推移

53

SP

2022年の⽇本の広告費は7兆1,021億円、インターネット広告費は
3兆912億円、総広告費の43.5%に

2022



C
A

R
TA

 H
O

LD
IN

G
S Inc.

インターネット広告媒体費総額 推移

54

6,189 6,629 7,203 

8,245 
9,194 

10,378 

12,206 

14,480 
16,630 17,567 

21,571 

24,801 

1.8%
7.1%

8.7%

14.5% 11.5% 12.9%

17.6%
18.6%

14.8%

5.6%

22.8%

15.0%

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

単位：億円

インターネット広告媒体費

成⻑率

インターネット広告市場は順調に拡⼤し、2022年のインターネット
広告媒体費は前年⽐15.0%増の2兆4,801億円に

2021
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ネット広告媒体費の種類別市場規模推移

55

6,226 7,383
9,400

11,518
13,267 14,558

18,382

1,596
1,538

1,759

1,971

2,314
2,024

2,249

1,372
1,457

1,049

990

1,049
985

940

9,194
10,378

12,207

14,480

16,630
17,567

21,571

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

単位：億円

運⽤型広告

特に成⻑しているのが「運⽤型広告」で、2021年には約1.8兆円強と
ネット広告市場の約85%に

出典：株式会社D2C / 株式会社CARTA COMMUNICATIONS / 株式会社電通 / 株式会社電通デジタル「2021年 ⽇本の広告費 インターネット広告媒体費 詳細分析」

予約型広告

成果報酬型運⽤広告
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ネット広告の種類

56

/ /

/ / /

Google/Y! 

DSP1

DSP2

DSP3

SSP1

SSP2

SSP3

広告配信におけるテクノロジーの発展に伴い、リアルタイムでユー
ザーにマッチした広告を配信する「運⽤型広告」が主流に
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マーケティングファネルとネット広告

57

ブランディング広告では、予約型広告や運⽤型広告をメインに利⽤されることが多く、ダイレクトレスポンス広告で
は、運⽤型広告や成果報酬型広告をメインに利⽤されることが多い
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会社概要

59

既存株主
約47%

株式会社電通
約53%

2019年に経営統合

会社名 株式会社CARTA HOLDINGS

代表者 代表取締役会⻑兼CEO 宇佐美進典
代表取締役社⻑兼COO 新澤明男

所在地 東京都渋⾕区道⽞坂1-21-1
渋⾕ソラスタ15F

事業内容 デジタルマーケティング事業・インターネット関
連サービス事業

資本⾦ 1,514百万円

主な株主 株式会社電通グループ

設⽴ 2019年

2019年1⽉にVOYAGE GROUPとCCIが経営統合することで設⽴、
同時に電通の連結⼦会社化となり資本業務提携契約を締結
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数字で⾒るCARTA
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※2

1,208
4.5%

※2

231
※2

24.1
CAGR

7.9%
※2018 5

※1

1999 1,492

※1 ※1

6 26
※1 2023年3⽉末時点の数字
※2 2022年度の数字
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VOYAGE GROUPとCCIの沿⾰

61

'00 '02 '04 '06 '08 '10 '12 '14 '16 '18

EC

HR

'97 '99 '01 '03 '05 '07 '09 '11 '13 '15 '16 '18

100%

OOH
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主なグループ会社⼀覧

62

Zucks China
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新規事業及びM&Aへの投資実績

63

2019 2020

M&A

2021

4 6 8 2 4

EC

4

BPO

5

CM

12 9

1

CCI VOYAGE

6 2

PR

5
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新規事業及びM&Aへの投資実績

64

M&A

2022

9

2023

1

Web
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資本分配に関する基本⽅針

66

成⻑投資

オーガニック成⻑投資

インオーガニック成⻑投資

⾃⼰株式取得

流通株式35%
を下回らない範囲で

機動的に実施

配当政策

資本効率性・財務健全性に
留意しつつ、

DOE5%
を⽬安に

企業価値
向上

NPV・ROIC・IRRに
⼀定のスプレッドを設けて価値創造を担保

M&A
資本業務提携（合弁会社設⽴・持分法適⽤）

成⻑投資・株主還元の両⽴を図り、企業価値最⼤化を追求。余剰資
⾦および創出されたキャッシュは、成⻑投資を最優先していく
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事業ポートフォリオ運営に関する基本⽅針

67

投資/設⽴

①NPV ≧ 0 （標準資本コストを適⽤）

撤退 モニタリング&
業績評価

②ROIC ≧ 9%

③IRR9%以上 （ベンチャー投資時は30%以上）

①事業計画とKPIのタイムリーなモニタリング

②〔収益規模〕売上成⻑率・営業利益・EVA

③〔効率性〕ROIC > WACC

①3期連続⾚字

②投資時点の計画⽐で⼤幅下⽅乖離

③EVA〔NOPAT-(投下資本×資本コスト)〕の
3期累計⾚字

&

事業創出/成⻑と資本⽣産性を両⽴させるポートフォリオマネジメ
ントにより、継続的な企業価値拡⼤を実現する

下記の基準抵触で、事業継続の可否を審議
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M&Aに関する基本⽅針

68

l M&A

l

l NPV ROIC

l ROIC WACC

STEP1

l

l ⾒
l M&A

l

l

l DD
l

l

l WACC ROIC

STEP2

STEP3

STEP4

STEP5 PMI

M
&

A
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バランスシートマネジメント
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•

• M&A
⾒

※2

•

• DOE5%
• 35%

• 1 PeX

• ⾒

• ※1

2022 12
※1 161 -119

1 -17 PeX 25
※2 271

ROE≧ROIC>WACCの構造を構築。資本効率を意識した資本配分に
より、バランスシートの効率性向上を⽬指す
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25%

DOE5%

1

27
33

2715

15 16 

48 51 54 54 

2018 2019 2020 2021 2022 2023

25% DOE5%

2021 2
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